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〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

修
や
水
路
補
修
な
ど
の
工
事

費
、
現
時
点
ま
で
に
確
定
し

た
国
・
県
の
補
助
金
等
の
補

正
要
因
に
つ
い
て
調
整
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、

国
・
県
の
補
助
金
、
財
政
調

整
基
金
、
地
方
債
を
充
て
、

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億

六
千
五
百
二
十
八
万
三
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
が
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
十
三

億
五
十
万
四
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

平成15年8月8日発行 鞍手町議会だより No.55②

６月定例会

農業の振興・農業者の経営安定を目的に
5,500万円が農協より寄附　　　　

6月定例会は、6月11日に招集され、25日までの15日間の会期で開かれました。
町長より提案された鞍手町農業育成基金の設置、管理及び処分に関する条例をはじめ

一般会計補正予算など16議案を審議し、いずれも原案どおり可決・承認しました。

本
補
正
予
算
は
、
鞍
手
町

の
農
業
振
興
と
農
業
者
の
経

営
安
定
を
目
的
に
、
農
作
業

の
省
力
化
、
共
同
化
及
び
生

産
費
の
節
減
に
取
り
組
む
農

業
者
で
組
織
す
る
団
体
を
育

成
す
る
た
め
の
費
用
と
し

て
、
鞍
手
町
農
業
協
同
組
合

よ
り
の
寄
附
、
戸
籍
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
化
に
伴
う
戸
籍

総
合
シ
ス
テ
ム
器
機
等
使
用

料
並
び
に
四
月
に
行
な
っ
た

人
事
異
動
に
係
る
人
件
費
、

土
木
調
査
に
お
け
る
道
路
補

補正の主なもの

【歳入】
寄　附　金　　　　５５００万円
繰　入　金　　　　５７９１万円
町　　　債　　　　２８３０万円
諸　収　入　　　　１２６１万円
国庫補助金　　　　　６３１万円

【歳出】
道路橋梁費追加 ５６６０万円

農業者育成基金 ５５００万円
積立金

老人対策費追加 １２９７万円

緊急地域雇用創出 ３０６万円
特別基金事業費

国
・
県
の
負
担
額
が
決
定

〇
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

〇
か
ん
が
い
揚
排
水
施
設
維
持
管
理
運
営
費

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

平
成
十
四
年
度
決
算
見
込
み

に
お
い
て
、
支
払
基
金
、
国
・

県
支
出
金
等
の
費
用
負
担
の
額

が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
翌
年
度
精
算
措
置
と
し
て
関

係
予
算
項
目
を
調
整
し
、
歳

ペ
イ
オ
フ
対
策
と
し
て
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

か
ら
引
渡
し
を
受
け
た
基
金

で
国
債
を
購
入
し
て
お
り
、

今
年
償
還
と
な
る
の
で
買
い

替
え
の
た
め
の
費
用
を
当
初

予
算
に
計
上
し
て
い
ま
し
た

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
五
百
七

十
四
万
四
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
が
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
二
十
六
億
七
千
五
百
一
万
四

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

が
、
年
度
ご
と
の
予
算
に
ば

ら
つ
き
が
生
じ
る
の
で
、
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
十
六

億
九
千
七
百
四
十
万
三
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
が
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
二

百
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
補
正
予
算



条例の制定・改正

〇
監
査
委
員
の
推
薦

監
査
委
員
の
任
期
が
平
成

十
五
年
六
月
二
十
日
で
満
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
再
度
同

氏
の
選
任
の
同
意
を
求
め
ら

れ
、
議
会
は
同
意
し
ま
し
た
。

鞍
手
町
大
字
上
木
月
九
二
四

番
地
の
一

古
野
　
清
司

〇
農
業
委
員
の
推
薦

農
業
委
員
の
任
期
が
平
成

十
五
年
七
月
十
九
日
で
満
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
議
会
か

ら
次
の
三
名
を
推
薦
し
ま
し

た
。

鞍
手
町
大
字
小
牧
一
三
五
九

番
地
の
一

安
増
千
代
子

鞍
手
町
大
字
中
山
七
〇
四
番

地

谷
川
　
政
義

鞍
手
町
大
字
八
尋
七
三
九
番

地
の
三

日
　
　
直
幸
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農
協
よ
り
五
千
五
百
万
円
寄
附

〇
鞍
手
町
農
業
育
成
基
金
の
設
置
、
管
理

及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

（
賛
成
十
五
、
反
対
一
で
可
決
）

農
作
物
の
計
画
的
生
産
拡

大
に
よ
り
農
業
経
営
の
安
定

化
を
図
り
、
か
つ
農
業
の
省

力
化
、
共
同
化
、
生
産
費
の

削
減
等
に
取
り
組
む
農
業
者

が
組
織
す
る
団
体
を
育
成

し
、
も
っ
て
鞍
手
町
の
農
業

の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
鞍
手
町
農
業
協
同

組
合
か
ら
五
千
五
百
万
円
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
寄
附
申

込
み
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、

寄
附
金
を
鞍
手
町
の
農
業
育

成
に
取
り
組
む
た
め
の
基
金

と
し
、
そ
の
管
理
、
運
営
等

を
適
正
に
行
な
う
た
め
に
必

要
な
事
項
を
定
め
る
条
例
で

す
。

消
防
団
員
退
職
報
償
金
が
増
額
に

〇
鞍
手
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
が
、
平
成
十
五
年

四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
で
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
第
二
次
稼
動
が
は
じ
ま
る

〇
鞍
手
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
賛
成
十
三
、
反
対
三
で
可
決
）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
昨
年
八

月
五
日
か
ら
第
一
次
稼
動
が

始
ま
っ
て
お
り
、
本
年
八
月

二
十
五
日
か
ら
は
第
二
次
稼

動
と
な
り
ま
す
。

第
二
次
稼
動
は
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
ど

こ
の
市
町
村
で
も
本
人
及
び

同
一
世
帯
の
住
民
票
写
し
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、

転
出
の
際
、
転
出
証
明
書
の

交
付
を
受
け
な
く

て
も
、
転
入
市
町

村
の
窓
口
に
行
け

ば
手
続
き
が
行
な

え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ

ま
す
。

今
回
の
実
施
に

伴
い
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
交

付
に
係
る
手
数
料

を
定
め
る
条
例
で

す
。

人
事
案
件

住民基本台帳カード(見本）
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県
交
付
金
及
び
特
別
交
付
税
等
が
確
定

〇
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
六
号

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

歳
入
は
、
国
の
財
政
手
続

き
の
関
係
か
ら
、
国
・
県
支

出
金
、
地
方
譲
与
税
、
県
交

付
金
及
び
特
別
交
付
税
等
の

確
定
が
遅
れ
た
た
め
、
歳
出

は
、
予
算
執
行
残
が
主
な
も

の
で
、
三
月
三
十
一
日
に
専

決
処
分
を
行
な
い
、
歳
入
・

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
八
百
二

十
九
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
が
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
七
十
五
億
六
千
九
百
四
十

四
万
三
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

専
決
処
分
の
承
認

平
成
十
五
年
度
の
繰
越
金
等
が
確
定

〇
平
成
十
四
年
度
か
ん
が
い
揚
排
水
施
設

維
持
管
理
運
営
費
特
別
会
計
補
正
予
算

第
一
号
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

〇
平
成
十
四
年
度
流
域
関
連
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
五
号

（
賛
成
十
五
、
反
対
一
で
可
決
）

〇
平
成
十
四
年
度
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

水
利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特
別
会
計

補
正
予
算
第
二
号

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

補正の主なもの

【歳入】
基金繰入金減額　　　　▲１億２４０８万円
特別交付金追加　　　　　　　９６６０万円
町　税　追　加　　　　　　　５４４２万円
町　債　追　加　　　　　　　３１２０万円
地方消費税交付金減額　　　▲１７２９万円
国庫支出金減額　　　　　　　▲５０８万円

【歳出】
財政調整基金積立金追加　１億３８８６万円

減債基金積立金追加　　　　　８１００万円

職員退職手当基金　　　　　　２００６万円
積立金追加　　　　　　　　　

鞍手・宮田工業用水道　　　　１２４４万円
承継資金貸付金減額

円
、
合
計
で
百
四
十
八
万
四

千
円
と
な
り
ま
し
た
の
で
残

額
を
減
額
し
ま
し
た
。

家
族
介
護
用
品
等
支
給

費
が
百
十
六
万
五
千
円
減
額

に
な
っ
て
い
る
の
は
ど
う
し

て
か
。

実
際
介
護
四
ま
た
は
五
に

認
定
さ
れ
て
い
な
く
て
も
紙

お
む
つ
が
必
要
な
方
、
生
活

す
る
中
で
、
お
む
つ
代
を
出

す
の
が
大
変
な
方
も
居
ら
れ

る
の
で
枠
を
広
げ
る
こ
と
は

出
来
な
い
の
か
。

Ｑ

専
決
処
分
の
承
認
（
平

成
十
四
年
度
鞍
手
町
一
般

会
計
補
正
予
算
第
六
号
）

家
族
介
護
用
品
（
主
に

紙
お
む
つ
、
尿
と
り
パ
ッ
ド
）

は
、
介
護
保
険
要
介
護
度
四

ま
た
は
五
に
相
当
す
る
在
宅

の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

非
課
税
世
帯
に
対
し
て
支
給

す
る
も
の
で
、
当
初
は
二
十

三
人
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

入
院
や
死
亡
等
に
よ
り
、
現

在
は
十
三
人
に
ま
で
減
少
し

て
お
り
、
ま
た
、
限
度
額
を

使
い
切
る
人
も
少
な
か
っ
た

た
め
で
す
。

今
後
も
国
・
県
が
示
す
制

度
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

A

防
犯
灯
設
置
工
事
は
、

平
成
十
五
年
度
が
最
終
年
度

だ
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
今

年
度
で
完
了
す
る
の
か
。

平
成
九
年
か
ら
防
犯
灯

工
事
を
実
施
し
、
現
在
、
当

初
計
画
路
線
の
う
ち
亀
の
甲

か
ら
南
中
学
校
に
通
ず
る
通

学
路
が
一
箇
所
残
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
に
つ
い
て
は
、
問
題

点
が
あ
る
の
で
防
犯
灯
設
置

協
議
会
を
開
い
て
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
度
以

A Ｑ

降
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
要

望
が
あ
り
ま
す
の
で
、
協
議

会
の
中
で
図
り
な
が
ら
、
対

応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

財
政
が
緊
縮
し
て
い

る
、
予
算
が
な
い
と
言
わ
れ

る
が
、
な
ら
ば
そ
の
方
策
等

を
考
え
て
い
る
の
か
。

財
政
の
厳
し
さ
は
、
当

町
に
限
ら
ず
県
も
厳
し
い
の

で
す
。
で
す
か
ら
努
め
て
補

助
事
業
を
活
か
し
な
が
ら
町

の
活
性
化
・
都
市
基
盤
の
整

A Ｑ

高
齢
者
住
み
よ
か
事
業

補
助
金
が
百
五
十
一
万
六
千

円
減
額
に
な
っ
て
い
る
の
は

ど
う
し
て
か
。

当
初
は
一
人
三
十
万
円

の
十
人
分
で
三
百
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
績

は
五
人
で
、
四
人
が
三
十
万

円
、
一
人
は
限
度
額
を
使
っ

て
お
ら
ず
に
二
十
八
万
四
千

A Ｑ

議　案　質　疑
６月定例会での審議（議案質疑）の
主なものを要約して紹介します。



平
成
十
五
年
度
鞍
手
町

か
ん
が
い
揚
排
水
施
設
維

持
管
理
費
運
営
費
特
別
会

計
補
正
予
算
第
一
号

あ
り
、
町
内
に
は
現
在
プ
ラ

ン
ト
等
を
作
っ
て
す
る
業
者

が
い
な
い
の
で
、
町
外
の
専

門
業
者
に
発
注
し
て
い
ま
す
。

超
勤
手
当
を
千
八
百
万

円
減
額
し
て
い
る
が
、
町
と

し
て
各
職
員
の
残
業
時
間
を

把
握
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、

実
態
に
見
合
っ
た
予
算
付
け

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

業
務
量
は
変
動
し
、
把

握
が
難
し
く
、
職
員
一
人
に

月
十
時
間
を
見
込
ん
で
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

直
鞍
合
併
に
係
る
基
礎
資
料

の
積
み
上
げ
作
業
も
あ
り
ま

す
の
で
、
実
態
的
数
字
を
掴

み
兼
ね
て
予
算
計
上
し
て
い

き
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

発
行
委
託
料
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
委
託
を
す
る
の
か
。

カ
ー
ド
を
町
独
自
で
発

行
す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

経
費
が
掛
か
り
ま
す
の
で
、

地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
ま
す
。
カ
ー
ド
が
出

来
る
の
は
依
頼
し
て
二
週
間

A Ｑ A Ｑ
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備
を
行
な
い
、
ま
た
、
歳
出

の
面
に
お
い
て
は
、
補
助
金
、

人
件
費
等
を
合
理
的
に
執
行

し
て
い
き
ま
す
。

幸
ノ
浦
団
地
等
で
の
地

盤
改
良
は
、
特
殊
工
事
と
し

て
町
外
業
者
に
発
注
し
て
い

る
が
、
公
共
工
事
も
少
な
い

時
で
あ
る
の
で
、
一
般
土
木

工
事
と
し
て
町
内
業
者
に
発

注
は
出
来
な
い
の
か
。

地
盤
改
良
に
は
、
杭
を

打
つ
工
法
と
穴
を
あ
け
て
セ

メ
ン
ト
を
注
入
す
る
工
法
が

A Ｑ

程
度
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て

は
一
枚
に
二
千
円
程
度
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
補

助
金
等
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

手
数
料
は
い
く
ら
に
な
る
の

か
。

カ
ー
ド
一
枚
に
つ
き
、

千
円
程
度
交
付
税
と
し
て
国

か
ら
戻
っ
て
く
る
と
い
う
説

明
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
一

枚
五
百
円
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
補

助
金
が
減
額
に
な
っ
て
い
る

の
は
ど
う
し
て
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
決

算
に
お
い
て
、
剰
余
金
が
あ

り
、
翌
年
度
へ
繰
越
を
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
分
を
減
額

し
ま
し
た
。
余
剰
金
の
内
訳

は
、
離
職
者
支
援
事
務
交
付

A Ｑ A Ｑ

金
の
追
加
分
と
平
成
十
四
年

度
の
執
行
残
で
す
。

老
人
対
策
工
事
請
負
費

が
千
三
百
万
円
追
加
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

公
共
施
設
、
学
校
、
公

民
館
等
の
草
刈
り
工
事
費
用

で
す
。景

観
整
備
事
業
委
託

料
、
三
百
六
万
二
千
円
の
内

容
は
。緊

急
地
域
雇
用
創
出
特

別
基
金
事
業
費
と
し
て
、
失

業
者
の
臨
時
・
応
急
的
措
置

と
し
て
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
雇
用

人
数
は
十
二
人
、
雇
用
期
間

二
ヵ
月
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

五
千
五
百
万
円
の
寄
附

金
を
五
年
間
に
亘
り
補
助
し

て
い
く
内
容
と
な
っ
て
い
る

Ｑ A Ｑ A Ｑ

が
、
直
鞍
合
併
後
も
鞍
手
町

だ
け
で
使
え
る
の
か
。

合
併
後
も
条
例
を
整
備

し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

鞍
手
町
農
業
協
同
組
合

が
当
町
の
指
定
金
融
機
関
で

あ
る
が
、
農
協
合
併
に
際
し
、

移
行
の
手
続
き
は
必
要
な
い

の
か
。合

併
し
て
も
農
協
組
合

法
六
十
八
条
に
よ
り
、
権
利

義
務
は
継
承
さ
れ
る
た
め
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

A Ｑ A

平
成
十
五
年
度
鞍
手
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）

鞍
手
町
農
業
育
成
基
金

の
設
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例

幸ノ浦団地で行なわれている地盤改良工事

当
初
予
算
で
三
十
七
億

円
計
上
し
た
分
を
今
回
減
額

し
て
い
る
が
ど
う
し
て
か
。

平
成
十
二
年
度
に
ネ
ド

か
ら
引
き
渡
し
を
受
け
た
基

金
で
購
入
し
た
二
年
も
の
の

国
債
が
、
償
還
を
迎
え
る
た

め
、
当
初
予
算
に
計
上
し
て

い
た
が
、
基
金
を
国
債
に
切

り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
は
、

基
金
運
用
の
一
形
態
で
あ
る

か
ら
、
予
算
計
上
は
不
用
で

あ
っ
た
た
め
で
す
。

A Ｑ

直鞍農協合併式典
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ここ
ここ
がが
聞聞
きき
たた
いい

い
っ
ぱ
ん
質
問

町 政

６月定例会の一般質問は、６月１６

日・１７日に９名の議員によって行な

われました。質問と答弁を要約してお

知らせします。

不
登
校
児
童
の
公
文

書
公
開
と
今
後
の
学
力

保
障
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
二
月
二

日
に
開
示
さ
れ
た
文
書
の
項

目
は
す
べ
て
登
校
を
裏
付
け

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
結
論
と
し
て

不
登
校
に
な
っ
て
い
な
い
。

不
登
校
と
認
め
な
い
理
由
は

何
か
。

不
登
校
と
し
て
認
め
れ
ば
、

そ
れ
な
り
の
対
策
が
取
れ
る

の
で
す
が
、
そ
れ
が
で
き
な

い
。
成
長
過
程
に
あ
る
子
ど

も
さ
ん
で
す
。

こ
の
間
の
学
力
を
ど
の
よ

う
に
保
障
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

不
登
校
児
童
と
し

て
の
届
出
の
問
題
で
す
が
、

文
部
科
学
省
の
調
査
統
計
法

に
よ
る
不
登
校
児
童
と
は
三

十
日
以
上
学
校
に
来
な
い
児

童
、
県
へ
の
報
告
書
は
、
三

十
日
以
上
登
校
し
な
か
っ
た

児
童
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

但
し
書
き
に
は
病
気
、
経
済

的
理
由
に
よ
る
も
の
は
除
く

と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て

こ
の
項
目
に
該
当
し
ま
す
の

で
不
登
校
児
童
と
し
て
数
は

挙
げ
て
い
ま
せ
ん
。

学
力
保
障
の
質
問
で
す
が
、

大
事
な
こ
と
は
学
校
に
来
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

る
の
か
学
校
に
も
連
絡
を
取

り
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
は
六
年
生
の
担

任
の
先
生
が
電
話
で
本
人
と

話
を
し
、
学
校
に
出
て
く
る

よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
加
配
教
員
が
対

応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

病
気
で
あ
る
の
で
不

登
校
と
し
て
該
当
し
な
い
と

強
調
さ
れ
ま
す
が
、
病
名
は

何
で
す
か
。
子
ど
も
さ
ん
は

元
気
に
毎
日
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

病
気
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

誰
が
そ
れ
を
診
断
し
た
の
で

す
か
。

ま
た
、
学
力
の
問
題
も
も

う
少
し
き
め
細
か
な
指
導
を

し
て
頂
き
た
い
。

教
育
長

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
こ
と
で
す
の
で
控
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

質
問

質
問

北九州市にあるフリースクール



仲
野
　
守
議員

毛
利

喬
議員

存
続
の
陳
情
・
地
元
自

治
区
と
の
協
議
な
ど
対

策
が
必
要
で
は
。

町
長

私
は
、
今
回
の

統
合
が
防
犯
体
制
の
強

化
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
だ
け
に
お

願
い
し
て
犯
罪
防
止
、

防
犯
体
制
が
と
れ
る
わ

け
な
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
防
犯
協
会
や
青
少

年
育
成
関
係
の
機
関
と

一
緒
に
協
議
を
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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ぜ
な
ら
下
水
処
理
場
も
七
月

か
ら
稼
動
し
、
対
岸
に
は
鞍

手
町
も
処
理
場
を
建
設
予
定

で
あ
る
。
浮
州
池
と
処
理
場

の
間
に
位
置
す
る
周
辺
跡
地

は
、
環
境
整
備
の
た
め
に
是

非
と
も
譲
り
受
け
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
の
か
。
給
水
池

の
両
岸
に
下
水
処
理
場
が
存

在
す
る
所
は
外
に
は
な
い
。

以
前
よ
り
鞍
手
の
上
水
道
は
、

臭
気
、
塩
素
の
大
量
使
用
に

よ
る
濁
り
な
ど
問
題
が
あ
っ

た
。
そ
の
点
、
木
月
池
は
水

源
が
涸
れ
る
こ
と
な
く
、
水

深
も
深
く
藻
の
発
生
率
も
少

な
い
の
で
上
水
道
を
浮
州
池

か
ら
木
月
池
に
変
更
す
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

町
長

産
炭
地
域
振
興
整
備

公
団
か
ら
譲
り
渡
し
に
つ
い

て
の
協
議
は
あ
り
ま
し
た
が

当
町
だ
け
の
判
断
と
は
い
き

ま
せ
ん
の
で
、
関
係
す
る
自

治
体
と
協
議
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
施
設
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
市
町
村
の
財
政
状

況
が
容
易
で
は
な
い
の
で
、

中
間
市
等
と
県
へ
陳
情
も
行

質
問

運行改善が求められる福祉バス

町
行
政
の
末
端
を
担

う
区
や
組
の
問
題
点
は

巡
回
バ
ス
の
運
行
を

区
や
隣
組
に
所
属
し

て
い
な
い
人
の
実
状
は
。
ま

た
、
配
布
物
や
連
絡
等
に
支

障
は
な
い
で
す
か
。

町
長

七
千
五
百
八
世
帯
の

う
ち
、
約
千
二
百
世
帯
が
区
、

組
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
と

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

配
布
物
等
は
、
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
た
も
の
は
郵
送

で
対
応
し
、
そ
の
他
の
も
の

は
、
慣
例
を
踏
襲
し
な
が
ら

区
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

赤
池
町
や
添
田
町
な

ど
で
は
巡
回
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
当
町
で
は

ど
う
し
て
実
施
さ
れ
な
い
の

で
す
か
。

町
長

赤
池
町
は
一
路
線
、

条
例
が
施
行
さ
れ
て
二
年
、

現
状
は
ど
ん
な
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
か
。

町
長

不
法
投
棄
の
看
板
の

設
置
、
不
法
投
棄
の
多
い
箇

所
や
ゴ
ミ
散
乱
の
多
い
地
域

は
月
一
回
回
収
し
、
特
に
多

い
地
域
は
週
一
回
行
な
っ
て

い
ま
す
。

環
境
美
化
推
進
委
員
の
配

置
に
つ
い
て
は
、
全
町
的
に

関
わ
る
問
題
で
す
の
で
、
関

係
者
と
協
議
を
詰
め
て
お
り

ま
す
。
今
後
引
き
続
き
協
議

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

環
境
美
化
の
現
状
は

添
田
町
は
三
路
線
、
バ
ス
路

線
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
地

域
住
民
の
声
を
受
け
、
そ
れ

に
代
わ
る
交
通
手
段
の
確
保

と
し
て
、
赤
池
町
は
社
協
が

無
料
バ
ス
を
添
田
町
は
民
間

に
委
託
し
て
有
料
で
運
行
し

て
い
ま
す
。

当
町
が
導
入
す
る
た
め
に

は
、
許
可
な
ど
の
課
題
が
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

環
境
美
化
に
関
す
る

地
域
振
興
整
備
公
団

工
業
用
水
施
設
移
管
に

伴
う
問
題
点

鞍
手
地
区
工
業
用
水

施
設
が
県
企
業
局
移
管
に
伴

い
、
公
団
所
有
の
浮
州
プ
ー

ル
跡
地
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
広

大
な
駐
車
場
や
木
月
池
底
地

の
鞍
手
町
へ
の
譲
渡
問
題
は

出
な
か
っ
た
の
か
、
出
な
け

れ
ば
町
か
ら
申
し
入
れ
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
な

古
月
・
新
延
地
区
駐
在
所

統
合
に
伴
う
今
後
の
対
策
は

な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
現
実
に
底
地
を
譲

り
受
け
る
と
誰
が
維
持
す
る

の
か
な
ど
の
こ
と
か
ら
最
終

的
に
は
、
県
に
引
き
受
け
て

も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

直
方
署
年
間
犯
罪
発

生
件
数
は
、
二
千
四
百
十
九

件
で
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

る
状
況
下
、
行
政
と
し
て
町

民
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
駐
在
所
の

廃止される木月駐在所

質
問

質
問

質
問

質
問



宇
田
川
亮
議員

花
田
す
ま
こ
議員

平成15年8月8日発行 鞍手町議会だより No.55⑧

業
者
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で

す
。
今
後
は
受
注
業
者
に
再

指
導
し
、
町
内
業
者
育
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

小
規
模
工
事
等
の
随

意
契
約
は
、
指
名
外
の
業
者

に
も
廻
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

町
長

小
規
模
工
事
は
全
体

的
に
工
事
量
が
少
な
く
、
信

用
と
履
行
能
力
を
基
本
に
置

く
な
ら
ば
、
指
名
業
者
を
優

先
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
指

名
外
の
業
者
の
仕
事
確
保
に

つ
い
て
は
、
下
請
け
も
ふ
く

め
て
指
名
委
員
会
等
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

緊
急
地
域
雇
用
創
出

特
別
交
付
金
事
業
の
延
長
と

充
実
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

町
長

当
町
だ
け
で
な
く
、

国
民
上
げ
て
事
業
の
強
化
存

続
に
努
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
制
度
の
創
設
す
れ
ば
、

住
宅
整
備
と
と
も
に
一
定
の

景
気
回
復
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
。

町
長

先
進
地
の
調
査
は
し

ま
す
が
、
実
態
と
し
て
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
・
障
害
者
の

住
み
よ
か
事
業
を
利
用
し
や

す
く
す
る
た
め
に
所
得
制
限

の
緩
和
策
等
が
必
要
で
は
。

町
長

他
の
制
度
と
の
関
わ

来
な
い
の
か
。
ま
た
袋
が
弱
く

て
破
れ
や
す
い
の
で
強
く
な
ら

な
い
の
か
。

カ
ラ
ス
の
対
策
で
は
、
ゴ
ミ

袋
の
中
に
新
聞
紙
を
入
れ
て
生

ゴ
ミ
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
カ
ラ
ス
が

つ
つ
い
て
中
の
ゴ
ミ
が
出
て
い

ま
す
。
衛
生
上
も
悪
い
し
、
業

者
の
方
も
大
変
で
す
。
対
応
策

を
考
え
る
べ
き
で
は
。

町
長

ゴ
ミ
袋
の
値
段
で
す

が
、
袋
の
製
作
費
、
収
集
費
用
、

処
理
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
経
費
の
総
額
は
、
十
三

年
度
で
二
億
四
千
万
円
位
か
か

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問 ゴ

ミ
袋
の
値
下
げ
は

で
き
な
い
の
か

学
童
保
育
所
の
増
設
を

福
祉
課
長

結
論
的
に
は
、
二

カ
所
の
増
設
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
あ
る
学
童
保
育
所

に
北
小
と
古
月
小
、
中
央
公
民

館
敷
地
内
に
南
小
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
室
木
・
西

川
・
新
延
小
に
学
童
保
育
所
を

設
置
し
、
車
で
迎
え
に
行
く
方

法
を
と
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。児

童
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は
、
十
分
注
意
し
、
扉
に
つ
い

て
も
現
状
を
把
握
し
て
改
善
に

努
め
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ
は
出

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

皆
さ
ん
か
ら
頂
い
て
い
る
ゴ
ミ

袋
代
は
、
約
六
千
万
円
で
残
額

は
、
税
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま

す
。
本
町
の
財
政
状
況
も
厳
し

い
中
、
幾
分
か
の
料
金
設
定
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

住
民
課
長

ゴ
ミ
袋
の
質
の
問

題
で
す
が
、
平
成
十
二
年
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
、
ご

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ゴ
ミ
袋

の
改
良
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
十
四
年
五
月
以
降
に

製
造
し
た
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
の

苦
情
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

カ
ラ
ス
対
策
で
は
、
衛
生
連

通
勤
･
通
学
路
の
安

全
対
策
は

仕
事
と
雇
用
の
確
保

を

昨
年
八
尋
の
改
良
住

宅
建
設
で
、
町
内
業
者
五
社

が
落
札
し
た
が
、
そ
の
下
請

け
工
事
は
町
内
業
者
に
廻
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

指
導
は
。

町
長

努
め
て
町
内
業
者
へ

下
請
け
を
廻
す
よ
う
指
導
し

て
き
ま
し
た
が
、
不
十
分
な

り
と
財
政
状
況
か
ら
、
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
勤
・
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長

毎
年
各
区
の
区
長
さ

ん
に
お
願
い
し
て
、
現
地
調

査
を
行
な
い
、
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
等
か
ら
も
陳
情
と
し

て
申
し
入
れ
が
あ
っ
て
い
ま

す
。
県
・
当
町
と
し
て
も
予

質
問

質
問

合
会
と
も
協
議
し
、
カ
ラ
ス
被

害
防
止
ネ
ッ
ト
の
購
入
斡
旋
も

考
え
て
い
き
ま
す
。

現
在
あ
る
学
童
保
育
所

に
は
、
北
小
学
校
区
の
児
童
だ

け
で
、
他
校
区
の
児
童
は
遠
く

て
通
え
ま
せ
ん
。
学
童
保
育
所

の
増
設
を
し
て
頂
き
た
い
が
。

ま
た
、
学
童
保
育
所
の
安
全

性
に
つ
い
て
、
建
物
の
横
に
あ

る
物
置
に
入
っ
て
遊
ん
で
い
る

が
、
危
険
で
す
。
扉
を
つ
け
て

ほ
し
い
が
。

質
問

算
が
厳
し
い
な
か
、
年
次
的

な
対
応
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。



香
原

暹
議員

福
本
博
文
議員

町
長

西
川
に
つ
い
て
は
、

無
資
力
、
無
権
者
鉱
害
で
国

が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
ど
も
が
聞
い
た
範
囲

で
は
、
そ
の
特
効
薬
は
な
く
、

同
時
に
法
律
石
炭
関
係
諸
法

が
終
息
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
時
間
を
か
け
て
の
対

応
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

担
当
課
も
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
に
連
絡
を
取
り
、
立

ち
入
り
調
査
等
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
法
律
的
に
は
す
べ

て
県
の
実
務
で
す
。
さ
ら
に

法
律
、
条
例
、
地
元
協
定
に

基
づ
い
て
事
業
者
に
し
っ
か

り
対
応
す
る
こ
と
。
住
民
に

不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う

に
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

産
廃
業
者
は
、
国
際

環
境
基
準(

Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇
〇

一)

を
取
得
し
て
い
る
の
か
。
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す
が
、
経
費
節
減
の
た
め
や

む
な
し
と
い
う
の
で
あ
れ
ば

む
し
ろ
社
会
教
育
課
長
が
兼

務
し
た
方
が
職
員
が
能
力
を

発
揮
し
や
す
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

教
育
長
が
兼
務
す
る
こ
と

の
利
点
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長

以
前
は
社
会
教
育

課
長
が
兼
務
し
て
い
ま
し
た

が
、
学
社
連
携
・
融
合
が
叫

ば
れ
る
中
、
学
校
教
育
と
の

連
携
が
多
々
あ
る
事
か
ら
内

部
協
議
の
結
果
教
育
長
が
兼

西
川
の
赤
水
対
策
は

室
木
の
産
廃
処
分
場

の
安
全
性
は

室
木
の
産
業
廃
棄
物

処
分
場
の
安
全
性
に
つ
い
て
、

住
民
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
る

よ
う
な
対
策
の
実
施
と
問
題

意
識
の
認
識
は
あ
る
の
か
。

町
長

産
業
廃
棄
物
処
分
場

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
方
よ

り
苦
情
も
出
て
い
ま
す
し
私

も
心
痛
む
思
い
で
す
。

町
長

取
得
し
て
い
ま
せ
ん
。

西
川
河
川
の
赤
水
対

策
に
お
け
る
認
識
と
河
川
環

境
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

本
年
二
月
に
福
岡
県
は
、
西

川
流
域
の
水
質
改
善
等
の
抜

本
的
な
対
策
を
講
ず
る
と
い

う
要
望
書
を
経
済
産
業
省
に

提
出
し
て
い
る
が
、
鞍
手
町

と
し
て
も
中
央
交
渉
し
て
頂

き
た
い
が
。

質
問

質
問

け
を
残
し
、
あ
と
は
す
べ
て

廃
止
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

学
校
施
設
を
借
り

る
場
合
な
ど
、
面
倒
で
も
来

て
頂
い
て
学
校
と
相
談
し
、

安
全
で
利
用
者
が
便
利
な
方

法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

町
長

公
務
員
と
い
う
の
は

ご
承
知
の
よ
う
に
事
故
ま
た
、

ミ
ス
を
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
っ
た
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ

な
い
、
長
年
の
慣
習
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
改
善

委
員
会
の
中
で
研
究
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

町
が
取
り
扱
う
文
書

の
印
鑑
省
略
を

な
ぜ
教
育
長
が
中
央

公
民
館
長
を
兼
務

当
町
で
は
教
育
長
が

中
央
公
民
館
長
を
兼
務
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
問
題
が

多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
先
ず
、
何
時
ご

ろ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
教

育
長
が
兼
務
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
。

本
来
な
ら
専
任
の
館
長
を

置
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で

質
問

務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
長
兼
務
で
も
他
市
町

と
比
べ
て
、
活
動
が
劣
っ
て

い
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

町
長

こ
の
問
題
は
公
民
館

運
営
審
議
会
で
審
議
し
て
い

た
だ
い
て
対
処
し
た
い
と
思

い
ま
す
。早

急
に
文
書
の
見
直

し
を
行
な
い
、
ど
う
し
て
も

印
鑑
押
捺
が
必
要
な
も
の
だ

室木の産業廃棄物処分場

不在がちの中央公民館館長室

質
問

質
問



岡
崎
邦
博
議員

竹
内
利
一
議員
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そ
こ
で
町
民
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
い
町
内
巡
回
バ
ス
を
導

入
し
て
欲
し
い
。

町
長

高
齢
化
社
会
の
中
、
住

民
の
方
々
に
と
っ
て
は
質
問
者

が
言
わ
れ
る
方
法
が
一
番
ベ
タ

ー
だ
と
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
取
り
組
む
と

な
る
と
許
可
を
取
ら
な
け
れ
ば

事
故
が
あ
っ
た
場
合
大
変
で
す

の
で
、
そ
れ
ら
を
基
本
に
置
い

て
慎
重
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
許
可
の

条
件
を
ク
リ
ア
す
る
な
ど
の
大

き
な
課
題
が
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
結
果
、
住
民
の
多
く
が

巡
回
バ
ス
を
望
ん
で
い
ま
す
。

町
長
は
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
ど

こ
に
あ
り
、
そ
れ
を
ど
う
町
政

に
反
映
さ
せ
る
か
が
、
最
も
大

切
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
と
考

え
ま
す
か
。

町
長

も
う
少
し
今
の
状
況
に

変
化
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
向
け

て
の
対
応
と
い
う
こ
と
も
私
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
路
線

が
廃
止
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
は

っ
き
り
し
な
い
と
取
り
組
み
が

出
来
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。

こ
と
か
ら
、
し
尿
処
理
費
の

免
除
、
ま
た
は
補
助
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

(

な
お
、
直
方
市
は
、
一
年

間
の
猶
予
を
し
て
い
ま
す
。)

町
長

こ
れ
が
不
合
理
で
あ

る
な
ら
ば
補
助
金
の
助
成
で

は
な
く
、
一
歳
未
満
は
取
ら

な
い
と
し
た
方
が
住
民
理
解

を
得
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
し
尿
処
理
収
集
は

条
例
で
許
可
制
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
事
業
者
と
の
協
議

も
必
要
に
な
り
ま
す
。

質
問

夏
休
み
期
間
中
の
プ

ー
ル
使
用
に
つ
い
て

し
尿
処
理
費
を
免
除

す
べ
き
で
は

校
週
五
日
制
に
よ
り
、
夏
休

み
と
い
え
ど
も
出
勤
し
ま
す

の
で
、
指
導
に
あ
た
っ
て
頂

き
ま
す
。
こ
れ
が
一
番
安
全

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
な
お
、

万
一
の
事
故
の
た
め
学
校
保

健
会
の
保
障
を
も
ら
っ
て
実

施
し
ま
す
。

子
ど
も
が
誕
生
し
て

出
生
届
を
提
出
す
る
と
同
時

に
、
し
尿
処
理
の
書
類
を
書

き
、
そ
の
時
か
ら
、
し
尿
処

理
費
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

実
際
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子

ど
も
は
紙
オ
ム
ツ
を
使
用
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ト
イ

レ
で
流
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

質
問

今
年
は
夏
休
み
期
間

中
の
学
校
プ
ー
ル
の
開
放
は

ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
で

す
か
。

(

昨
年
私
は
監
視
員
を
町
で

雇
っ
て
欲
し
い
と
質
問
し
ま

し
た
が
、
実
際
は
学
校
の
先

生
方
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。)

教
育
長

今
年
も
昨
年
と
同

様
に
各
学
校
で
水
泳
の
指
導

計
画
を
立
て
、
先
生
方
は
学

質
問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
導
入
を

現
在
当
町
で
は
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
送
迎
を
目

的
と
し
た
福
祉
バ
ス
が
町
内
を

巡
回
し
て
い
ま
す
が
、
保
健
棟

や
勤
労
者
体
育
館
を
利
用
し
て

い
る
方
に
と
っ
て
は
利
用
し
に

く
く
、
町
内
の
主
要
な
公
共
施

設
で
は
、
途
中
下
車
が
で
き
ず

不
便
で
、
中
途
半
端
な
交
通
手

段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

新延小学校のプール使用風景

実施したアンケート調査用紙
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臨
時
会

第１回直鞍合併に関する特別委員会
平成15年7月4日に第1回の特別委員会が開催されましたので、その内容

についてお知らせします。

特別委員会で出された主な質疑・意見

〇今後の協議会・委員会の開催予定は。
協議会は月１回を基準に。７月中旬から小委員会の回数

が頻繁に増え、最低月に２回を計画しています。

〇協議会で宿題が出た時には、特別委員会を開いて皆で協
議すると理解していいのか。
ケースバイケースです。内容についてはすべて特別委員

会の中で報告します。

〇地域審議会を設置するのか。
全体協議の中で決められます。また、地域審議会は新市

が出来た後に、地域を守るために設置されるものです。

〇議員定数はどうなるのか。
対等合併（新設合併）の場合は２通りの特例（定数特例

制度・在任特例制度）があり、今後の協議会で、決定され
ます。

〇分科会の構成メンバーは。
分科会は係長を中心に、専門部会は課長以上の職員とい

うことで構成メンバーが決められています。

〇住民への周知を考えると、「協議会だより」を毎月発行す
べきではないか。
協議会では、隔月発行としているが、必要に応じて臨時

号を発行することも検討されています。

〇協議会の事務局、幹事会、協議会にしろ全て直方市がト
ップをとっているので直方市が主導権を握っている感じが
して不満である。

〇 新市の名称については、公募が予想されるが、得票が多
いからと安易に選択せず、議論を深めてもらいたい。

直鞍合併協議会についての報告

第１回（平成15年５月27日・直方市で開催）
新都市誕生を平成16年11月1日から17年3月末までとし、

今後、小委員会等で弾力的に協議を行なっていきます。ま

た、新市建設計画（将来構想）策定については、構成団体

全体で１万人を対象とするアンケートの実施、それを基に

計画を作成し、計画策定後は、１市４町でそれぞれ説明会

を開催して、住民の皆さんの意見を聞き、来年３月までに

将来構想をまとめます。

協議会は月１回、１市４町の持ち回りとし、会議は原則

公開、住民の皆さんへは２カ月に１回「協議会だより」で

お知らせします。また、事務局は直方市のＮＴＴビル内に

設置しています。

第２回（平成15年６月14日・小竹町で開催）
委員研修会方式で実施し、県合併支援室の川上企画主幹

（演題　合併協議会の役割）と、財団法人九州経済調査協会

の八尋調査研究部次長（演題　市町村合併を巡る状況）の

講演を聞きました。また、小委員会の構成メンバーを決め

るための意向調査を行います。

第３回（平成15年６月30日・鞍手町で開催）
全体で協議する８項目のうち、次の４項目が提案され、

具体的協議は、第４回から始まります。

①合併の方式について
②新市の名称について
③地域審議会の設置について
④議会議員の定数及び任期の取り扱いについて
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編�

集�

後�

記�

▼
四
月
の
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で
議
会
も
改
選
さ

れ
ま
し
た
。
編
集
ス
タ
ッ
フ
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー

で
心
機
一
転
、「
読
み
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
」
議

会
だ
よ
り
に
す
る
た
め
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▼
今
回
、
は
じ
め
て
の
編
集
で
、「
表
紙
の
写
真
は

ど
う
し
よ
う
」「
カ
ラ
ー
に
し
た
方
が
読
み
や
す
い
」

「
発
行
を
早
め
る
に
は
…
」
な
ど
、
熱
い
議
論
を
交

わ
し
、
悪
戦
苦
闘
し
て
き
ま
し
た
。

▼
町
民
の
皆
様
の
目
線
に
立
っ
て
議
会
活
動
を
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
ご

意
見
・
地
域
の
話
題
・
写
真
な
ど
、
何
で
も
結
構

で
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
お
便
り
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

（
宇
田
川
　
亮
）

お知らせ�

議会を傍聴して�
　　　　みませんか�

　今、町ではどんなことが議論され、また、

どんな計画があってどう進んでいるのだ

ろう。あなたに身近身近なことかも知れ知れません。�

　受付は、当日議会事務局で行なって

います。不明不明な点はお尋ねお尋ねください。い。�
�
次の定例議会次の定例議会は９月です。�
鞍手町役場　鞍手町役場　４２－２１１１(代表代表)�
（議会事務局　内線（議会事務局　内線３３１）�

�

　今、町ではどんなことが議論され、また、

どんな計画があってどう進んでいるのだ

ろう。あなたに身近なことかも知れません。�

　受付は、当日議会事務局で行なって

います。不明な点はお尋ねください。�
�
次の定例議会は９月です。�
鞍手町役場　４２－２１１１(代表)�
（議会事務局　内線３３１）�

�

お知らせ�

記事の訂正とお詫び

3月定例会・臨時会合併号の5

ページ福本博文議員の紹介④公

職歴で「社教理事」は「社協理

事」の誤りでしたので、お詫び

して訂正いたします。

傍
聴
席
か
ら

「
く
す
の
木
学
級
」
生
と
し
て
改

選
後
初
め
て
の
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

た
。
議
員
の
方
々
は
、
早
々
と
席
に

着
き
、
始
ま
る
前
か
ら
議
場
に
は
緊

張
感
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
日
は
一
般
質
問
の
日
で
あ

り
、
五
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
質
問

さ
れ
、
中
で
も
不
登
校
に
関
す
る
問

題
、
町
内
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

特
に
身
近
に
感
じ
る
内
容
だ
っ
た
だ

け
に
一
生
懸
命
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
各
議
員
さ
ん
に
は

町
民
の
代
表
と
し
て
、
ま
た
町
長
さ

ん
を
は
じ
め
、
行
政
の
皆
さ
ん
に
は

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、
私
た
ち
の

鞍
手
町
の
た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（「
く
す
の
木
学
級
」
生)

請
　
願

陳
　
情

意
見
書

国
立
病
院
の
独
立
行
政
法

人
化
に
あ
た
り
、
賃
金
職
員

の
雇
用
継
承
と
医
療
・
看
護

体
制
の
拡
充
、
院
内
保
育
所

の
継
続
に
関
す
る
請
願
　
　
　

(

全
員
賛
成
で
採
択)

（
要
旨
）

国
立
病
院
の
独
立
行
政
法

人
移
行
に
あ
た
り
、
国
立
病

院
が
地
域
住
民
の
医
療
に
よ

り
一
層
貢
献
で
き
る
よ
う

に
、
次
の
意
見
書
を
関
係
機

関
へ
提
出
し
て
頂
き
た
い
。

一
、
す
べ
て
の
賃
金
職
員
を
正

職
員
と
し
て
雇
用
継
承
す

る
。

二
、
医
療
の
複
雑
高
度
化
に

対
応
し
、
安
全
で
ゆ
き
と

ど
い
た
医
療
・
看
護
を
提

供
す
る
た
め
、
医
師
・
看

護
師
の
人
員
確
保
。

三
、
病
院
内
保
育
所
の
継
続

と
安
定
運
営
を
図
り
、
児

童
福
祉
法
の
基
準
を
満
た

す
職
員
の
配
置
。

提
出
者

国
立
療
養
所
福
岡
東
病
院

内
全
医
労
福
岡
東
支
部
　

支
部
長
　
　
井
形
　
　
勉

紹
介
議
員

宇
田
川
　
亮
　

出
資
法
の
上
限
金
利
引
き

下
げ
・
ヤ
ミ
金
融
対
策
法
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
の
陳
情

（
賛
成
十
五
、
反
対
一
で
採
択
）

（
要
旨
）

個
人
破
産
件
数
、
経
済
的
理

由
に
よ
る
自
殺
者
が
急
増
し
て

い
る
理
由
の
一
つ
は
、
金
融
業

者
が
激
増
し
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次

の
意
見
書
を
関
係
機
関
へ
提
出

し
て
頂
き
た
い
。

一
、
速
や
か
に
出
資
法
の
上
限

金
利
を
利
息
制
限
法
の
制
限

金
利
ま
で
引
き
下
げ
る
。

二
、
「
ヤ
ミ
金
融
対
策
法
」

の
制
定
を
強
く
求
め
る
。

提
出
者

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会

会
長
　
谷
崎
　
哲
也

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

四
件
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、
関
係
機
関
宛
送
付
し
ま

し
た
。

〇
教
育
基
本
法
見
直
し
で
国

民
的
議
論
を
求
め
る
意
見
書

〇
郵
便
投
票
制
度
等
の
改
正

を
求
め
る
意
見
書

〇
外
国
人
学
校
へ
の
大
学
入

学
資
格
付
与
早
期
実
現
を
求

め
る
意
見
書

〇
地
方
分
権
の
理
念
を
基
本

と
し
た「
三
位
一
体
の
改
革
」

を
求
め
る
意
見
書


